様式１　企画提案書（記入上の注意事項）
・　各項目の（記入要領）を十分に確認のうえ記入してください。
（本注意事項、記入要領については削除してください。）
・　記入時のフォントについては自由とします。
・　記入欄の高さは自由に変更して構いませんが、記入欄の追加や、記入欄の幅の変更は行わないでください。


１　提案者基本情報
	事業者名
	

	代表者役職名・氏名
	

	本社所在地
	

	設立年月
	年　　月
	従業員数
	人

	資本金
	千円
	売上金（最新年度）
	千円（　　年度）

	業務内容
	

	ホームページアドレス
	

	京都市を担当する支社（支店）名
	

	担当者の役職名・氏名
	

	担当者の連絡先メールアドレス
	

	担当者の連絡先電話番号
	



２　提案内容サマリー（2,000文字以内）
	（記入要領）
・　「京都市ＤＸ人材育成プログラム2025-2029」及び別紙１研修仕様書１「本市のＤＸ人材育成の実施背景及び実施目的」への貴社の見解、提案内容全体の要点、セールスポイント等を2,000文字以内程度にまとめて記入してください。
・　文章の形式は問わず、図表等の使用も可能としますが、最長でも２ページ目までで収めてください。


３　研修等実績
　　直近３年間における、官公庁（国機関、地方公共団体又は独立行政法人のいずれかをいう。）からの職員のデジタル力、ＤＸスキルの向上に資する研修業務又は人材育成支援の受注実績（主なもの）を最大５つまで記入してください。
	実施年度
（元号）
	官公庁名
	研修名および概要
	対象者数

	（記入例）
	（記入例）
	（記入例）
	（記入例）

	令和５年
	○○市役所
	○○市役所の職員全体のデジタル人材育成研修
　・デジタルに特化した人材向けのスキル向上研修
　・管理職員のデジタルリテラシー向上研修
　・一般職員のデジタルリテラシー向上研修
	
●●人
△△人
☆☆人

	令和４年
～令和５年
	□□庁
	□□庁におけるデジタル人材育成支援
　・「□□庁デジタル人材育成計画」の作成支援
　・計画に基づく職員研修の実施
	

■■人

	
	
	
	

	
	
	
	



４　研修全般に関する提案
　⑴　研修に係る実施体制、サポート体制
	（記入要領）
本研修実施に当たっての貴社の体制を記入してください。
（ツリー図等、記入方法は自由としますが、責任者、窓口担当者、本研修の管理運営を担当する本市職員からの問い合わせへのサポート体制及び対応可能時間帯については必ず記入してください。）



　⑵　実施日程
	（記入要領）
別紙１研修仕様書２⑴「実施日程」、及び、別紙３「令和８年度ＤＸ人材育成スケジュール（案）」について、提案、制約条件、補足事項等を記入してください。



　⑶　受講者数
	（記入要領）
別紙１研修仕様書２⑵「受講者数」について、提案、制約条件、補足事項等を記入してください。



　⑷　役割分担
	（記入要領）
別紙１研修仕様書２⑶「役割分担」について、提案、制約条件、補足事項等を記入してください。





５　e-ラーニングの実施方法の提案
　⑴　e-ラーニングシステムの特徴等を具体的に記入してください。
	（記入要領）
別紙１研修仕様書２⑷ア(ｳ)a.「ＵＩ／ＵＸ」及び２⑷ア(ｳ)d.「本市作成の教材の視聴」を踏まえ、提供するe-ラーニングシステムについて、特徴等を具体的に記入してください。

（記入例）自社のe-ラーニングサービス「○○○○」に受講者全員のアカウント（メールアドレス）を登録し、受講者がインターネットを通じて当該サービス上の指定の教材にアクセスの上、閲覧・学習。教材については、既存の教材●点のほか、京都市職員向け独自教材●点の新規作成を予定。
　　　　　京都市が作成した資料については、随時自社e-ラーニングサービスのデータベースにアップロードし、他の教材と同様に視聴可能。


⑵　履修完了の確認方法
	（記入要領）
別紙１研修仕様書２⑷ア(ｳ)b.「履修完了方法」を踏まえ、e-ラーニングについて、受講者が履修完了したことを確認する方法を具体的に記入してください。

（記入例）自社のe-ラーニングサービス「○○○○」は、受講者が教材の閲覧、学習を完了したかどうかを自動的に管理する機能があるため、これを利用する。
（記入例）受講者がe-ラーニングサービスにて教材を閲覧、学習後、別の自社のアンケートフォームを通じて理解度や疑問点を回答することをもって履修完了とする。



　⑶　履修状況の本市への報告方法
	（記入要領）
別紙１研修仕様書２⑷ア(ｳ)c.「受講者の履修状況の確認方法」を踏まえ、e-ラーニングについて、本研修の管理運営を担当する本市職員が、受講者の履修状況を確認する方法を具体的に記入してください。

（記入例）自社のe-ラーニングサービス「○○○○」は、受講者が教材の閲覧、学習を完了したかどうかを自動的に管理する機能があり、管理者アカウントから随時この履修状況を閲覧し、ＣＳＶデータに出力することが可能。
（記入例）自社のアンケートフォームを通じた履修完了の状況について、契約期間中、各月末日時点の情報をExcelデータにまとめ、本研修の管理運営を担当する職員に提供する。




　⑷　加点要素
	（記入要領）
e-ラーニングについて、別紙１研修仕様書２⑷ア(ｴ)の加点要素に該当すると考える提案がある場合は具体的に記入してください。

（記入例）自社のe-ラーニングサービス「○○○○」には、下記８で提案する科目の他にも約○○点のデジタル人材育成に資する教材が掲載されており、受講者は契約期間中、自由に閲覧することができるものとする。
（記入例）受講者がe-ラーニングでの学習中や学習後に疑問点等についてフォームから質問し、メールにより回答を得ることができるフォローアップ窓口を、契約期間中設置する。（質問できる回数は受講者全体で○○回までとし、回答は自社の○○スタッフが行うものとする。）


　⑸　その他
	（記入要領）
上記以外で、e-ラーニング実施に当たっての制約条件、補足事項等があれば具体的に記入してください。



⑹　e-ラーニングに関する参考資料　※必要であれば別添を求めている項目
	
上記⑴～⑸に関して、より詳しく説明する参考資料等があれば、別ファイルで添付してください。

（添付例）e-ラーニングの教材の画面例、自社のe-ラーニングサービスの利用画面例　等

※　添付する場合、pdf形式で１ファイルまでとし、ファイル名は「参考資料（e-ラーニング関係）.pdf」としてください。






６　集合研修の実施方法の提案
　⑴　テキストの準備方法
	（記入要領）
集合研修時のテキストの準備方法について具体的に記入してください。
データでの納品の場合、当該データの取扱いについても具体的に記入してください。

（記入例）自社においてテキストを印刷、集合研修実施の●日前までに京都市へ宅配便にて納品
（記入例）集合研修の●日前までに京都市へデータで納品し、京都市において職員にデータを配布。集合研修当日は、受講者はＰＣの画面上で閲覧。データについては、研修受講者限りとする。



　⑵　緊急時の対応
	[bookmark: _Hlk189661900]（記入要領）
緊急時（講師の急病、自然災害による交通機関の運転見合せ等）について、どのような対応が可能かを具体的に記入してください。

（記入例）
　・　当該研修の前日までに判明した場合は、自社において代理の講師を手配
　・　当該研修の当日に判明した場合は、京都市と協議のうえ日程を順延（交通機関が理由の場合はオンラインでの講習への切り替えも可）



　⑶　対面での集合研修が実施できない場合の対応
	（記入要領）
感染症の拡大等により、契約期間中に対面での集合研修が実施できなくなった場合の対応について記入してください。

（記入例）
以後の集合研修をすべてＷｅｂ会議システムによるオンライン研修に切り替え




　⑷　加点要素
	（記入要領）
集合研修について、別紙１研修仕様書２⑷イ(ｷ)の加点要素に該当すると考える提案がある場合は具体的に記入してください。

（記入例）ＤＸマネージャーの集合研修について、「義務受講分（課長級１年目対象）」と「任意受講分（受講を希望する管理職（局長・部長を含む。）対象）」で異なる内容を実施する想定である。
（記入例）ＤＸ推進リーダー・サブリーダー向けの集合研修について、事後課題の出題と、フォローアップとして提出された事後課題に対して講師からの助言を行う想定である。



　⑸　その他
	（記入要領）
上記以外で、集合研修実施に当たっての制約条件、補足事項等があれば具体的に記入してください。



７　研修科目の提案　※別紙で記載を必須としている項目
	[bookmark: _Hlk190442055]「京都市ＤＸ人材育成プログラム2025-2029」及び別紙１研修仕様書５「令和８年度に各ロールの受講者が習得を目指すスキルについて」を踏まえ、様式２「企画提案書　別紙」の各シートに内容を記入してください。

なお、各シートの集合研修の講師（候補）について、該当欄内に書ききれない場合、講師の略歴等を別紙で添付してください。

※　添付する場合、pdf形式で１ファイルまでとし、ファイル名は「参考資料（集合研修講師関係）.pdf」としてください。





８　その他
	（記入要領）
別紙１研修仕様書「３　その他」に関することのほか、提案に当たっての補足事項、追加の提案等があれば記入してください。
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